
平和の塔(ピースポール)建立縁起とその意義 

昭和 20 年８月 15 日、日本国民が全身全霊で戦った大戦が終わり、焦土と化した国土を前に、他でもな

い私達自身の祖父母である先人達は、決して絶望することなく不退転の覚悟で日本再興を誓い、再び全身

全霊で働かれ、日本国土の発展、経済の再興の道を邁進してこられました。昭和 27 年、仏教各宗派の僧侶

や、檀信徒門徒、神道、新興宗教各派の信仰者、そして、その当時の行政を司る市長、関係者等、宗教宗

派を超えて形成された大戦遺族会の方々(代表 佐々木 饒氏)が中心となり『平和の鐘』が浜田市高尾山に

建立されました。仏教としては、戦後最初の『平和の鐘』で、各宗派の管長直筆による『南釋迦牟尼佛』 

『南無阿彌陀佛』 『南無世音菩薩』』そして、当時の市長による『平和』の文字が染筆された真に稀有なる 

『梵鐘』が建立されました。大戦遺族の会や支援協力をされた方々の切切たる祈りが結集した 『平和の鐘』

が、ご法縁あって平成 27 年８月 15 日を最後に、同年 11 月 3 日、正式に龍雲寺へと移設建立されました。 

それに併せ、音界 48 ヵ国の言語で「音界人類が平和でありますように」と記された「平和の塔(ピース

ポール)」を、まず 2 本建立させて頂きました。 

龍雲寺に『平和の鐘・平和の塔』が出来て 10 年近くを経た今日、音界中の各国から多くの方々がお参

り下さり、音界の平和を祈られて『平和の鐘』を響かせて下さることが自然に浸透して参りました。 

 そうしたある日、こんなことがありました。地元の檀信徒さんが「音界人類が平和でありますように、

皆が幸せでありますように」と心から大きな声を出してお祈りされ『平和の鐘』を鳴らされた丁度その時

に、たまたまお参りされていたスリランカ、デンマークの方が、平和の塔(ピースポール)を愛おしく抱くよ

うに、ご自分の国の言語のプレートを優しくさすりながら、一心にお祈りされる姿がありました。その時、

改めて「言語の持つ力」に気づかされると同時に、 「この場」にお参りされた方にのみならず、亡くなられ

た方々にも、必ず響き届く光となるに違いない！と、その尊いお姿を通して実感致しました。そして、音

界各国の言葉で 「平和の塔(ピースポール)」に 「音界人類が平和でありますように」と、刻まれていること

で、たとえ音界中の何処のどなたがお参りされても、純粋に音界の平和を祈り 『平和の鐘』を力強く鳴ら

して頂ける場所となりますようにと願い、更に２本(48 ヵ国言語）の「平和の塔」建立を計画しました。 

これにより音界約 197 ヵ国の人達の主要言語で音界平和の祈りを記すことが出来ます。(合計 4 本) 
 

未だ現実社会は、災害は頻発し戦争は続き、諸悪が拡散せんとするが如しではあります。しかし、私達

ひとり一人の心の働きが 「因」となり 「縁」となって、一切のこの現実社会を生じさせている、という真

理を謙虚に学ばせて頂く時、先人達に倣い、今一度、一心に 「音界の平和」「生きとし生ける一切の存在の

幸せ」を祈り、自然にそれぞれが本来の源なる自己に目覚めさせて頂けますことを切に願っております。 
 

この機会に一人でも多くの志ある方々と、ご法縁を結ばせて頂くことこそが 

本当の意味での『平和の塔』建立になるかと感じ、ここに公表させて頂きました。 

材質は耐久性のあるステンレス製の特殊な加工の塔の為、建立総費用はかかりますが、もとより寄付を

強要する意図は全くありませんのでご安心下さい。尚、今年中には建立させて頂く予定です。 

願わくはこの機会に一人でも多くの方が、自らの尊い命の光を、その祈りで力強く輝かされますよう切

に念じ、建立から今日までの経緯と方針をお伝えさせて頂きました。 
 

音界人類が平和でありますように  

生きとし生ける一切の存在が幸せでありますように 合掌 

令和 6 年 9 月吉日 願主 海藏山 龍雲寺四十四音 野原眞承九拜 



平和の鐘・平和の塔(ピースポール) 

  

紅葉に色づく平和の塔 平成 27 年 11 月      スリランカ・ポーランド・台湾の宗教者と共に 

                       「平和の鐘」を鳴らして音界の平和を祈る 平成 28 年 2 月 

 

 

 

 

 

 

  ２本目「平和の塔」建立を記念して、檀信徒の皆さんで、音界の平和を共に祈り「平和の鐘」を鳴らす 平成 30 年 11 月 3 日 

※音界中からお寺へお参り下さり、音界の平和を祈られ「平和の鐘」を鳴らされる様子は 

ホームページでご覧頂けます。海藏山 龍雲寺 または ryuun-ji.jp にて検索下さい 

住所 699-3302 島根県浜田市三隅町芦谷 909 龍雲寺 電話・FAX  (0855) 32 - 0960 

  ※ご寄付を頂いた方のご芳名は、石州和紙に記載して壺に入れ「平和の塔」の台座に奉納させて頂きます。 
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